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RＵＳｄＵＣｋ つ･こ知 っ･こ 惨すか ？

if ご

麦谷員里

(まえがき)Rｕsdｕck というのはペンネームで､ 本名は､J.R ｕssell【:】ｕck という人です。1957 年

にカード･マジックの専門誌”Ｔｈｅ Ｃａrdis↑ｅ″を創刊し、12 号まで出しました。私の手元にあるの

はオリジナルの雑誌ではなくて､ Ｇｅｎｅ Ｓｈｅｌ ｌｅy によって1969 年に合本されて限定版で出版さ

れたものです( 写真７３０)。

写 真７３０

この 本 は 、限 定 版の Ｎ０.11で､ 発 行 人である､ Ｇｅｎｅ Ｓｈｅｌ ｌｅy からLarry Ｊｅｎｎｉｎｇs に送られ

たもの です 。この 合 本 版 は 、さらに２００６年に ∧Aicky Ｈａｄｅs によってやはり限 定版で刊 行されま
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した（写真731 ）。ということは､ カード･マジック愛好家の間に根強い需要があるということです。

ちなみに私の所有しているこの版は Ｎ０.35 で､ 発行人のAAicky ＨＱｄｅs から Ｓ↑ephen AAinch

に送られたものです。

写真731

さきほど12 号まで刊行されたと言いましたが､ 実際に12 号が出たのはAAil†ｏｎ Ｋｏr↑の手によ

って1960 年の３月でした。Rｕsdｕck 自身は１９５９年の５月２４日に永眠していますから､ 刊行さ

れたのは彼の死後でした。それに1969 年になって特別号の13 号が追加されて完成しました。

刊行された1957 年の購読価格は1 年12 冊で3ドルでした。当時の３ドルをいまの日本円に換

算するのは簡単ではありませんが､ドルの価値は約９倍で､ 換算レートは1 ドル３６０円でしたか

ら､９７２０円くらいです。実際は当時の円の購買力平価から行くともっと高いと思われます。１冊

16 ページで､ 原稿はタイプライターで打って､ それを印刷したものと思われます。複雑なカード･

マジックを書いているのに､ 写真は論外としても図版や絵が一枚もないのにも驚かされます。前

述した上記の２冊は入手困難ですが、ほぼ原型に等しいものをVanishing lnc. から約２０ドル

(約２２００円)でダウンロードすることができます(写真732) 。ところどころ不鮮明な部分もありま

すが､ 判読するのはそれほど困難ではありません。

写真732
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さて、１９６０年と言えば 、昭 和35 年 です から、｢奇術 界 報｣ はもとより、｢奇 術 研究｣ は｢ ４枚の Ａ

特 集｣ の 第17 号 が 刊 行され た年 です 。二 川 滋 夫さんも、｢17 号 が 出たときの 衝 撃 は 忘 れられ な

い 。宝物だった｣ と述 懐されています。ところが､ 当 時 、どの 奇 術 雑誌 にも上 梓された奇 術 専 門 書

にも“↑he Cardis ↑ｅ″から紹 介･ 引用したもの はありません。高 木重 朗さん は､ 間違いなくこのカー

ド奇 術 専 門 誌 の 存 在をご 存 知で､ 実 物も読 ん でおられたと思います 。ところが､ 高 木さん の 著 書

にも｢ 奇術 界 報｣ にも｢ 奇 術 研 究｣ にも｢トップ･ マジック｣ にもこれ に触 れたもの はありませ ん。後 年 、

大 阪 の 松 田道 弘さん が 、大 阪 奇 術 愛 好 会 の 会誌｢ スペンガリー｣ の 中で､ － 組 のテックの セット･

アップを述 べられたときにR ｕsdｕck と彼 の ｀゙↑he Cardis ↑ｅ”について概 要を紹 介されましたが 、

それ が 日 本 語になった唯 一 のものだと思 わ れます 。

ここからは 私 の 想 像 です 。゙↑he Cardis ↑ｅ“に扱 わ れ ているカード･ マジックはい わ ゆるポー力

一 一ティー ル が 多い のです 。日 常 的にポーカーを行わ ない 日 本 の 観 客にとっては､ 手 札 の 優 劣も

説 明しなくてはい けませ んし､ ４人 ないし５人 の 参 加 者を想 定して､ ４つ や5 つ の 手 札を点 検しな

がら､ さらにマジシャンであるディーラー の手 札を見せて行< 長い 手 順 は､ 退 屈 であまり読 者 の興

味を惹 かないと判 断され たの だと思います 。その判 断 は 正 解で、今 日に至るまでも、最 後 にロイ

ヤ ル･ フラッシュの クライマックスを見 せる小 品 はあっても、長 々とポーカー･ デモンストレーション

(ポーカー･ ティー ル) を行うカード･ マジックは 日 本 の 主流 ではありませ ん。

もうひとつ大 事な要 素があります 。後で詳しく述 べるように、Rｕsdｕck は 、゙`↑he Cardis ↑ｅ″の 第

１号 で､ Ｓ̈ＴＡｙ-ＳＴＡＣＫ″なるシステム( 彼 がシステムと呼 ん でいるのです) を発 表し、一 世を風

扉しました。テックのセット･アップ は 、｢サ イ･ステビンス･システム｣ や｢ 二コラ･シ ステム｣ のように、

システムと呼 ば れることが 多い のです 。彼 の″ＳＴＡｙ-５ＴＡＣＫ“は 、Ed AAarlo の 興 味も引< し､ 後

年､ これにつながるものが､J ｕａｎ ＴＱｍａriｚ の ＡＡｎｅｍｏｎｉｃａ なのです 。ところが 、後 述 のように、

この“５ＴＡy-５ＴＡＣＫ″″には 、パーフェクト･リブル ーシャッフル が 必 要です 。パーフェクト･リブル ーシ

ャッフル は､ テーブ ル の 上 で行なうに はマットが必 要ですし､ 流 れるように行なうに は かなり練 習

が 必 要 で､ それ でもうま< 行 かない 場 合 があります 。それ に代 わる方 法として､R ｕsdｕck 自 身 は

パーフェクト･フェロー･ シャッフルを提 唱しています が 、これ でも当時 の 日本 の標 準的な奇 術 愛 好

家 には ハードル が高いと高 木さん は判断されたのだと思います。

そういう経 緯 があって､ 長い 間､R ｕsdｕck は 取り上 げられて来ませ んでした。今 回 、取り上げよ

うと思ったの は､ パーフェクト･フェロー･ シャッフル はみ なさんが 頭で思うほど難しくないことと､ 今

回 ａｆｉｃｉｏｎａｄｏで取り上 げないと､ おそらくこれ からも日 本では埋もれてしまうと思ったからです 。

1｡ ５ＴＡy-５ＴＡＣＫ ５y5TEAA

これは、1957 年２月に創刊されだ↑he Cardis ↑ｅ″'Ｎ０.1の12 ページに掲載されました。何回も

繰り返しますが､ 写真や図版は1 枚もありません。Rｕsdｕck は決して解説が上手ではありません。

英語がかなり達者な人でもこれを文章だけで理解するのは困難だと思われます。ここでいまのテ

ックの状態を書いてくれたらいいのに､ と途中で何度も思いました。これは自分で動きのわかって

いる人が解説を書く典型で､ たぶん、自分の頭の===ではテックの状態が描けているので､ ひとつ
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ひとつ書かなくてもいいと思うのでしょう。手品の解説には､ 往々にしてあることです。むしろ､ よく

わかってない人が演者に確認しながら解説を書くのが一番いいのです。その典型例が､ バーノン

の手品の解説を行うルイス･ギャンソンです。そうでなければ､ もともと解説の才能があって､ 上

手に他人の手品の解説を書くことのできるハリ一一ローレインかカール･ファルヴズが良いのです。

そこで､ａｆｉｃｉｏｎａｄｏでは､ 十分な写真で補うこととしました。

①新しいテックを1 組用意してください。ジョーカーや広告のカードは取り除きます。52 枚だけ使

います。写真ではタリ一一ホーを使っています。新しいテックは､ メーカーによっても異なります

が、一定の順序で並べられてパックされています。ＵＳ プレイング･カード社の場合は､ 表向き

にテックを持つと､ 最初にスペードの ＡからＫまでの13 枚で､ その次にダイヤの ＡからＫの1

3 枚、それから､ 今度は逆順でクラブの ＫからＡが13 枚並び､ 最後にハートのＫからＡが13

枚になっています(写真７３３)。

写真733

②もし､ この順に並んでいない他社のテックを使われる場合は､ 練習の便宜上、この順にカード

を並べてください。中央のダイヤのＫとクラブのＫのところでテックを左右に分けます。これは２

６枚ずつのカードです(写真734) 。

写真73 ４
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１この左半分を左手に、右半分を右手に持って、パーフェクト･フェロー･シャッフルを行ないます

(写真735) 。コツは､ 新しいテックを使うことと､ 最初に､ 左手の半分の左下隅と右手の半分

の左上隅だけを目で見ながら、下から確実に一枚ずつ互い違いに入れて行くことです。下側

の４分の1< らいが入れば､ 後はスムーズに上まで入ります。フェロー･シャッフルにはトップ･カ

ードがそのままトップに残るアウトのフェロー･シャッフルとトップ･カードが２枚目になるインのフ

ェロー･シャッフルとがありますが、これはアウトのフェロー･シャッフルです。実はどちらでもか

まわないのですが、ここは練習のためにアウトのフェロー･シャッフルにしてあります。

写真７３５

④シャッフルが終わった状態のテックを写真736 に示します。あたりまえですが､トップ･カードと

ボトム･カードは Ａのペアになっていますし､２枚目はそれぞれＫのペアになっています。

写真736

⑤この状態から､ もう一度中央でテックを分けて(赤と黒で別れています) 、２６枚ずつの半分を

パーフェクト･フェロー･シャッフルします( 写真737) 。そうすると､ことごと<ペアのカードのデッ

クができあがります。これを中央で分けて(ダイヤの７とクラブのフとの間) 。２６枚ずつの半分

をさらにパーフェクト･フェロー･シャッフルします(写真７３８)。実は､ 次に述べるテックの構造

は､ 何回パーフェクト･フェロー･シャッフルしても変わらないことが判明します。
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写真737

写真７３８

⑥上半分と下半分は常に対照となっていて､ たとえばトップ･カードとボトム･カードはスートは異

なるものの数字は同じで、以下、２枚目も数字は同じです。その特徴を列挙すると次のように

なります。

(1)各々の半分は､ どの数字のカードも２枚ずつ含む。

(2)各々の半分は、13 枚の赤のカードと13 枚の黒のカードから構成されている。

(3)各々の半分は､ Ａ から Ｋまでの13 枚のすべての数字の赤と黒のそれぞれ1 枚ずつから構成

されている。

(4)一方の半分は、逆順でもう一方の半分の補完的位置構造(鏡像)になっている。

⑦Rｕsdｕck の記述は､ このあとPinochle テックの話になって､このシステムを使ったカード･マジ

ックなどは述べられていません。 Rｕsdｕck は､ 大発見のように書いていますが､ そもそもパー

フェクト･フェロー･シャッフルをしているわけですから､ 何回やろうとこのような構造になること

は数学的に明らかで､Persi E)ｉａｃｏｎｉsとか松山光伸さんから見れば､ 至極当然のことを言って

いるとしか映らないと思います。ただ､ このような法則を発見して奇術雑誌に掲載したのは彼

が初めてかもしれません。 Rｕsdｕck の本職は警察官ですから、とても数学の素養があったと
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は思えませんので､ 実際にシヤツフルを重ねて､このような構造を発見したのは､ 科学の基本

アプローチとしては評価するに値します。それでは、これを手品に応用するにはどうしたらいい

でしょうか？それにはEd AAarlo を待たねばなりません。

2.Ed MG ｒloの ＳＴＡｙ-ＳＴＡＣＫ Ｍ工RACLE

これは､ ″↑he CGrdis↑ｅ'″の最後の号 Ｎ０.12に掲載されたものです。最初にポイントを言ってお

きますと、｢シャッフルしながら何回も繰り返すことができる｣のがこのスタックの利点です。

[現象]

マジシャンは､ テックを数回シャッフルしたあとで､ 客にテックをカットさせます。カットしたパイ

ルは裏向きのままテーブルの上に置きます。マジシャンは残りのテックをカットして表向きで一瞥

した後で､ ただちに客がカットしてテーブルに置いたパイルのボトム･カードの名前を言います。こ

の現象を､ テックをシャッフルしながら何回も繰り返すことができるのです。

[準備]

テックを次の順に揃えておきます。トップから裏向きで､クラブのＡからK､ 次にハートのＫから

Ａ､その次に、スペードの ＡからK 、最後に、ダイヤのＫからＡです(写真７３９)。ダイヤの Ａが

ボトム･カードで､これにクリンプを付けるように解説ではなっていますが､ 基本的にその必要は

ありません。

写真７３９

[やり方]

①以下のシャッフルは、すべてパーフェクト･フェロー･シャッフルです。客にシャッフルの回数を指

定させることもできます。演技は1 回目のシャッフルの後からできますが､ 原理の説明のため

に２回シャッフルしたあとから解説してみます。

②まず､ １回目のシャッフルです。準備されたテックを中央のハートの Ａ のところで分けます。八

－トの Ａ は､ 左手の上半分のボトム･カードです。ここが26 枚の分岐点です。左手に上半分、
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右手に下半分を持って、アウトのパーフェクト･フェロー。シャッフル行ないます。終わった時点

でのテックは写真７４０です。

写真７４０

③２回目のシャッフルを行ないます。分けるところは､ スペードの Ｋです。スペードの Ｋは左手の

上半分のボトム･カードです。ここが２６枚目の分岐点です。１回目と同様に､ 左手に上半分、

右手に下半分を持って､ アウトのパーフェクト･フェロー･シャッフルを行ないます。２回目のシャ

ッフルが終わった時点でのテックの状態は､ 写真７４１です。

写真741

④この段階で原理を説明しておきます。ペアになるスートは｢クラブとダイヤ｣ それに｢ハートとス

ペード｣です。ダイヤとクラブは、トップからボトムヘクラブの Ａ～Ｋが順序良く並び､ 逆にダイヤ

は､ ボトムからトップへ向かって逆順に Ａ～Ｋ が並んでいます。『司様に､ スペードがトップから

順に Ａ～K､ ハートが逆にボトムからトップに向かつてＡ～Ｋと並んでいます。パーフェクト･フェ

ロー･シャッフルを続けて行<と､もちろん､ カードの位置や順序は変わりますが､ ペアのスート

のカードがトップからの順序とボトムからの順序と逆になっている基本構造は変わらないので

す。何回かパーフェクト･フェロー･シャッフルした後のテックの状態をその都度示しますので、

言っている意味がわかると思います。
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⑤では、写真741 の状態で、［現象］の項の手品を説明します。この状態でテックをテーブル上

に置きます。客に､ テックを好きなところで分けてくれるように言います。ただし､ 半分以上は取

らないように注意しておきます。客がテックから任意の枚数を取ったら､ それをテーブルの上に

裏向きで置いてもらいます。この段階では、マジシャンにも客にもテーブル上のパイルのボト

ム･カードはわかりません。

⑥マジシャンは残りのテックを裏向きで取り上げて、何回かカットします。最後にカットするときは

再びダイヤの Ａ がボトムに来るようにカットします。このために、ダイヤの Ａ にクリンプをかけ

ておくとカットしやすいのですが、このあとすぐに､ この残りのカード群を表向きにしますので、

表を見ながら｡ダイヤの Ａ をボトムに持ってくるようにカットできますから､ あえてクリンプする

必要はないのです。

⑦ダイヤのＡがボトムに来た手元のカード群を表向きにします。このカード群のトップ･カードを見

ます。仮にスペードの３であったとします。このペアはハートの３ですからハートの３を探します。

するとハートの３の右隣にはスペードの Ｊ があります。したがって、テーブルの上のパイルの

ボトム･カードはペアのハートのＪであることがわかります。

⑧別の例をやってみます。左手のトップ･カードがハートの10 であったとします。ペアはスペード

の10 ですから､ それを探し右隣のカードを見ます。ダイヤの４です。したがって､ テーブルの上

のパイルのボトム･カードはペアのクラブの４です。

⑨これは何回シャッフルした後でも同じようにできるのです。

3.Ed AAarlo の追加

①パーフェクト･フェロー･シャッフルするとき､ テックを正確に26 枚ずつ半分に分けなければなら

ないので､ そのための中央のカードを覚えておくと､すぐに半分に分けることができます。それ

は､ 最初に､ このAAarlo のテックのセット･アップから始めたときは､ 以下のようになります。

１回目のシャッフルのときのカット ハートの Ａ

２回目のシャッフルのときのカット スペードの Ｋ

３回目のシャッフルのときのカット ハートの７

４回目のシャッフルのときのカット スペードの１０

５回目のシャッフルのときのカット ダイヤの９

６回目のシャッフルのときのカット ダイヤの５

７回目のシャッフルのときのカット ダイヤの3

8 回目のシャッフルのときのカット ダイヤの２

②ご存知とは思いますが､ パーフェクト･フェロー･シャッフルを８回行なうと、テックは再び最初の

順序になります。したがって、９回以上のことは書いてありません。次にこの５ＴＡy-ＳＴＡＣＫの

組み合わせの特徴を列挙しておきます。これを実際の手品にどのように応用するかは読者の

みなさんの自由です。

③最初のパーフェクト･フェロー･シャッフルが終わったときは､ テックは２６枚の赤と２６枚の黒と
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に分かれています(写真７４２)。かつトップからボトムヘ Ａ～Ｋのペアと､ボトムからトップへの

Ａ～Ｋに並んでいます。４枚のキングは中央にあって､ スペードのキングで分けるとテックを26

枚ずつに分けることができます。

写真７４２

④２回目のパーフェクト･フェロー･シャッフルが終わった段階では、赤と黒が交互になっていて、

４枚のﾌ が中央に来ています(写真７４３)。赤いカードはボトムからトップへの､ 黒いカードはト

ップからボトムヘの Ａ～Ｋの循環になっています。

写真７４３

⑤3 回目のパーフェクト･フェロー･シャッフルを行なうと、赤と黒ば２枚ずつ交互になって、中央は

４と10 のペアになっています(写真７４４)。スペードの10 が２６枚目の分岐点です。

⑥４回目のパーフェクト･フェロー･シャッフルが終わったときは、４枚ずつのカードのいずれも､ そ

れぞれ､ ４つのスートから形成されています(写真７４５)。ダイヤの９が２６枚の分岐点です。

⑦５回目のパーフェクト･フェロー･シャッフルを行なったあとは､ 絵札以外の隣り合ったカードの

合計は､ ９か10 になっています(写真７４６)。ただし､９や10 はそのままです。どこかでカットし

たパイルのボトムが絵札だったら､ すぐ下のパイルのトップ2 枚の合計は９か10 です。またカッ

トしたパイルのボトムが絵札でなかったら､ すぐ下のカードも見て､ それが絵札でなかったら、
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ボトムの合計は９か10 で、すぐ下のパイルのトップは絵札です。また､カットしたパイルのボト

ムから２枚目のカードが絵札だったら､ すぐ下のパイルのトップは､ 上のパイルのボトムと足し

て９か10 になる数字のカードです。

写真7 ４４

写真7 ４５

写真7 ４６
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⑧６回目のパーフェクト･フェロー･シャッフルをすると、トップから13 枚毎のカードが､ クラブ･ ハー

ト･スペード･ダイヤの順序になっています(写真747) 。各々の13 枚は､３枚のスートが３セッ

トと４枚のスートが1 セットから構成されています。たとえばトップの13 枚は､ ４枚のクラブ､３枚

のハート､3 枚のスペード､３枚のダイヤからなっています。４枚あるスートは､ 順番になってい

て、トップから２番目の13 枚では､ ４枚あるスートはハートです。同様に､3 番目の13 枚では、

４枚あるのはスペードで、最後の13 枚では４枚あるのはダイヤです。

＼j41尹

写真747

⑨7 回目のパーフェクト･フェロー･シャッフルを行なうと､ 奇数のカードと偶数のカードとがそれぞ

れグループ化されています(写真７４８)。しかも､これらのカード群は､ クラブ､ ハート､ スペード、

ダイヤの順になっています。

写真７４８

⑩テックをダイヤの２のところで分けて､８回目のパーフェクト･フェロー･シャッフルを行なうと､デ

ックは最初のセット･アップに戻ります( 写真７４９)。これで、５２枚のカードは ＳＴＡy-ＳＴＡＣＫ

の順番に戻りました。

面上の解説は､ 最初にテックを特定のセット･アンヽプにして行なったものです。新品のテックの順

序は､ メーカーによって異なりますので､ すべての市販のテックが､ このような順序になってい
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る保証はありません。したがって、自分の多用するテックについては､どのような結果になるか

を事前に点検しておく必要があります。

写 真７４９

４. コメント

本 当 は､ フェロー･ シャッフルではなくて、テーブ ル 上 のリフル･ シャッフルでやりたかったのです

が､ パーフェクト･リフル･ シャッフル は 、やるのも解 説もかなり難しくて断 念しました 。テーブ ルド･

リブル ーシャッフル の できる方 は､ フェロー･ シャッフルよりもその ほうがいいと思います 。２６枚 の

分け 目も裏 向きのまま左 手でインデックス側をリフルするだけですぐにわ かります から、観ている

観 客 からは､ ずっと不 思 議に見えます 。

ところで､ 改めてパーフェクト･フェロー･ シャッフルを練習してわかったことは､ 最 大 の 障 害 は技

術ではなくて視 力だということでした。私もすでに老 眼なので､ パーフェクト･フェロー･ シャッフルを

するときにテックの 隅を見ながら揃えるの に苦 労します 。眼 鏡 が 必 要になります 。老眼 鏡 は常 に

かけているわけではないので、思 わ ぬ伏兵 でした。

解 説を書きながら、この 手 品 は､ 商 業 誌 に載 せるの は難しいな、と思いました。かつて｢ 奇 術 研

究｣ や｢ 奇 術 界 報｣ などに載らなかったの は 、技術 の 習 得 のため の 苦 労 の 割 には 、現象 が地 味 で、

観 客 受 けしない からだと思いました。現 象だけを見 れ ば､ テックを数 回シャッフルして､ カットして、

さらに客 が 自 由 にカットした パイル のボトム･ カードが 当たるわけです から、特に､ マニアはびっく

りします 。ただ 、当然です が､ 手 品 はマニアをひっかけるため のものではありませ ん から、同じよ

うな現 象をもっと他 の 手 段 で実 現 できます ので､ 何も５２枚 の テック全 体をセットする必 要 が ない

のも頷けます 。

ということで、今 回 は、ＱｆｉｃｉｏｎＱｄｏ ならではのセット･アップ･ テックを取り上 げてみました。これ

をざっと読 んで、｢パーフェクト･フェロー･ シャッフル｣ をするところで諦め てしまった方 が おられる

と思います 。でも、とりあえず 練 習してみてください 。どのような入 れ 方でもかまいませ ん。けっこ

うできるようになるものです。私もかつて､ 中 学 生くらい のときに、｢パーム｣ と書いてあるだけで敬

遠していました 。それ がい つの 間 にか 苦もなくパー ムできるようになって､ ホーミング･ カードもカ

ード･トウ･ザ･ ポケットもできるようになりました。誰 か ができることは 自 分もできるものです 。
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DE ＡDLY ＭＡRKED DECK

麦谷佩里

複雑な気持ちです。いままで何種類もの｢マークト･テック｣を見てきました。それぞれ一長一短

あり、特に､ 最近のように老眼になってからは､ せっかくのマークが､ 暗い場所ではほとんど判別

不可能になってしまって､ マークト･テックの用をなさなくなりました。しかもかなり凝視しなければ

判読できないのも困りものです。私は､ もともとマークト･テックは基本的に使わないほうです。そ

れでも誘惑に負けて使うときがないわけではありませんでした。ところが老眼になってからは､ 新

しいマークト･テックは、購入はしますが、自分で演技に使うことはほとんどなくなりました。そんな

ときに登場してきたのが､ この″【】EA【】Ly AAARKEI)DECK ″″です(写真７５０)。

写真７５０

このマークト･テックは、目で観てもわかりますが､ 何と触っただけでわかるのです。各カードの

裏面に凹凸で印がつけられていて､ その組み合わせによってカードを判別します。足し算が必要

ですが慣れればどうということはありません。カードの表側にはまったく凹凸の痕跡はありません。

凹凸は､ 普通の観客がカードを手に取ったくらいではわかりませんので点字のようなものとは異

なります。点ではなく一種の線で構成されていますので､ マークされていることがわかっていれば

目で観てもある程度は判別できます。写真では写りません。したがって、マジシャンは目隠しをし

て客のカードを当てることができます。シャッフルもカットもできます。恐ろしいことです。もし､これ

と同じようなカードを､リチャード･ターナーが使っていたとすると、まるで根本的なタネ明かしをし

たようなことになります。衝撃的でした。ちなみに価格は５０ポンド(約７０００円)です。
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